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TheParishとク レア の社 会 批 判
鈴 木 蓮 一
クレア没後101年 目の1965年,初め てその主要部分 が公刊 された諷刺詩
TheParish(1820-4年作)の 「最 も完 全 なテキス ト」1)でかつ"thebest
version"2)はE.Feinstein編の 『クレア詩選 』(1968年)に収 め られて い
る。 この詩 につ いて,Crossanはこれが"Clare'smostcompletestate・
mentofsocialcriticism"3)だと,Storeyは`℃lare'svoiceofsocial
protestisheardmoststronglyhere"4)と,またFeinsteinは"oneof
thefieriestpoliticalpoemsinthelanguage"5)と評 したが,ク レア 自身 は
"thebestthinginmyownmindthatIhaveeverwritten"6)だと考 えて
いた。詩 人の こ うい う自信 に もかかわ らず,直 接 体験 した農村社会 の現実
の 「で きるだけ潤色 しな い」7),あま りに露骨 な描 出ゆえか,あ るいは社会
の 堕落 にたいす る彼の過 敏 な意識ゆ えか,創 作当時 この詩 の出版社 を見出
せ なか った。筆者 は この詩 の中の登場 人物 の イメー ジ を見なが ら,ク レア
の社会批判 の内容 と基本 的態度の一端 を明 らかに したい。
この詩で諷刺 の槍 玉 にあげ られて いる階層の ほ とん どが農業家 と聖職 者
であ る。1820年代 には産業革 命が ほぼ完 了 しつつ あ り,農 業革命 では開放
耕 地の 「囲 い込 み」が既 に完 了 していたが,こ れ らの変革が もた らした社
会 的大 変動 は確 かに人 間精 神 に少 なか らず影響 を及ぼ した。 この二階層 に
属 す る人物達 のイ メー ジは そ うい う影響 の象徴 的反映 として受 け とれ るで
あ ろう。
農業家達 の中で極め て印象深 い人物 として,ま ずBragが い る。彼 は親
の財 力に頼 り,賭 博 や酒 を飲ん での馬鹿 騒 ぎを好 み,「上流階級 の高慢 」 を
鼻 にかけて いたが,つ いに浪費が たたって破産す る。 それ で も 「頑 固な高
慢 」 を捨て切 れず,「上 品ぶ って」 いて,十 分 の一 税な どのすべ ての税や 法
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を呪 い,政 府 や国王 を憎悪 す るよ うにな る。 さ らに改革 を望 み,改 革 派の
愛 国者 を歓迎 す る。
And aping wit with ignorant delight 
A village politician turns outright. 
He hails his country's foes his only friends, 
Damns peace and prays for war that never  ends  ; 
Its ruin's looked on as the way to wealth, 
And grace for all meals is reform's good health. (Ev. 436-41)
Brag自ら徹 底的な政治屋 とな って,富 の獲得 の ため に戦 争 を も賛 美 し,
「祖 国の敵 」 であ る急進的農業家 を友 とす る。 とくに"aping","ignorant"
"hiscountry'sfoes"
,"damnspeace"に示 され たクレアの判 断は,自 分の
都合 だけで才 人の猿真似 をす るBragが 本 物の急進 的改革者 では ない とす
るものであ り,こ れは彼が小 さな 自己 に執 着 し,全 体的 利益 や世 の中の真
理 ・本質 につ いて無知 蒙昧 である こ とを意 味 している。彼 と同意 見 をいだ
く改革者 達即 ち 「村の政治屋達 」は新興 中産 階級 であって,例 えば税 制改
革 では 自分達 の事 業や土地へ の課 税の撤廃 のみが その関心事 であ り,ま た
大地主 の 自分達へ の 毎年の 強要 物 を 憎 悪す る。彼 らの 自己 中心主義 は,
Bragの場合 を借 りて次の よ うに攻撃 され る。
Naught of general good or general views 
Sketched in the pathway which reform pursues. 
Or is the rich mans land or misers  pelf 
But grudgd in others to be claimd by self 
Our village politician clings no doubt 
To one sole cause that moves the rest about 
His general good perhaps is small akin 
To self a core that snuggles in that skin. (535-42)
この"self"への執 着ゆ えに 「全体 的利益 」 とL般 的世 論」 は排斥 され,
"self"が唯一 の大義 であ る。彼の い う 「全体 的利益 」は わず かであ って,
ほ とん ど 自己利益 も同然であ る。 「全体 的利益 」 を目指すべ き 「改革 」が
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自己の利益 を 目論 む よ うな現 実社会 において,"reform"とい う語 の濫用 と
意味 の悪化 を クレアは意識 して いる。Bragは「改革 を自己中心的 に見 るば
か りで/自 己が 測 る程度 までは正確 に測 る」("Andviewsreforminbut
aselfishlight/Tomakealevelfarasselfasright",547-8)のであって
それ も 「賃借 りしてい る農場 を 自分 の もの とす るために のみゴ,貧窮者 のエ
デ ンの楽 園へ の願望 を拒否す る。"Tosinkthemanyandexaltthefew"
(557)が彼の変 らぬ信 条で ある。彼 に代 表 され る 「村 の政治屋」 は 自由 ・平
等 を標榜す る。 しか し 自由 を叫び求 め るその姿 は,"bawloutfreedomfor
theirownredress"(Ev.477)の如 く「自由 を猿真似 す る」姿 であ る。彼 らの
要求 す る 自由は 自己利益 の増大や 自己の経済的救 済 とい う目的に必要 な自
由であ って,本 意 を隠す仮面 と 「卑劣 な狡 智」 とで もって いったん彼 らの
手 中に収め られ ると,その 自由 は真の 大義 を見捨 て,無 制 限 とな り,快楽の
み が 自由 の法 則 とな るか らだ。 また人間の平等 を提 唱す る一方 では貧窮者
を奴隷 として扱 い,彼 らへ の教 区か らの給金 も削減す る政治屋 は うわべ は
賢者 ぶ ってい るが,内 実 は貧 窮者 を嘲 笑す る。「政 治 と政治屋 の虚 言に おい
て/現 代 の農 業家は驚 くほ ど賢 明にな る」(465)にも見 られ るように,wise・
wisdomとい う語 でク レアは彼 らを皮肉 って いる。 こうい う彼 らが 「圧制
者の高慢心 をもったわれわれの英雄 なの で あ るd(474)従って,彼 らの も
つ 「名誉 の称号」 も誤 用 された もの である。提唱 され る 「自由」 が飢 える
貧窮 者にエデ ンの楽園到来 を約 束す る とき,迂 闊 な手合 は彼 らの嘘 を信 じ,
彼 らを"walkingCanaans"だと思 う。
But should vile flatterers with the basest lies 
Attempt self interest with a wished disguise 
Say groves of myrtle here in winter grow 
And blasts blow blessings every time they blow 
That golden showers in mercy fall to bless 
The half-thatchd mouldering hovels of distress 
That Eden's self in freedoms infant sphere 
Was but a desert to our Eden here
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That laws so wise to choke the seeds of strife 
Here bless a beggar with an Adams Life 
Ah what an host of patronizers then 
Would gather round the motley flatterers den. (15-26)
当時の貧窮者は現実の悲惨 な境遇 を逃れた理想郷 として 「アダムとイヴの
時代」 を夢みていた。そうした彼らに 「村の政治屋達」即 ち 「下劣な追従
者達」は 「極めて卑劣な虚言」と 「望みにかなった偽装」でもって 「利己」
の獲得に努める。彼 らの説 くEdenに比べれば,「自由の初期の領域」にあ
る貧窮者の神話的Edenは砂漠にす ぎないと説 く。「ここの」即 ち現実の改
革 された法律 こそ 「乞食にアダムの生活を恵む」 とい う。用いられた仮定
法は,無 論事実がここで記述された通 りの ものではないことを明示 してい
るけれども,こ れはクレアが把握 した現実社会の実相についての婉曲的表
現 と考えられる。貧窮者に物質的繁栄 を恵む という口実で,自 らの利己心
を満足させるため自由を唱道するというのが政治屋達の正体である。free・
domという語は,こ ういう意図を伴 う彼らの使用によって冒漬され,意 味
は悪化 されている。また,こ の引用個所には,一 連の社会の動 きとしての
産業革命の本質的な側面が象徴的に表現されてはいないだろうか。"self
interest"を原理 とし,「自分 自身の境遇 を改善せん とす る欲望」 を満たす
ことが産業化への社会の動 きの一つの大 きな精神的原動力ではなかったで
あろうか§)彼らの「利己主義」は衆人の公平な同感に基づ いていないばか り
か,実 際には貧窮する農業労働者階級を圧迫こそすれ,こ の階級に 「アダ
ムの生活」 を決してもたらしは しなかったゆえに社会正義に基づ くもので
もない と詩人の眼に映ったに違 いない。利己心 ・自由が社会正義の限界内
で発揮 されていない とクレアは痛感 していたと思われる。 クレアにとって
Edenは少な くとも誤 ったself・interestの作用する世界ではな く,そのよ
うなself-interestの存在 しない世界である。む しろ,selfそのものへの執
着か ら離れるところに真の理想的世界 としてのEdenがあらねばならない。
拝物 ・拝金主義 とともに産み出される物質的進歩の世 界としてのEdenは
鈴 木 蓮 一67
その精神的進歩の欠落ゆえに不完全なもの,否,人 問性の堕落への危機 を
示す ものと彼には感 じられる。ここではEdenとい う語の意味の悪化に対
するクレアの反駁の姿勢が読み とれる。誤った利己主義の横行 と社会正義
の欠如が貧窮者への圧制 となって現れる社会 では 「真実」("truth")がない
がしろにされる。
Truth that coud once its own redresses seek 
Is now deemd nothing and forbid to speek 
Drove like an exile king from past renown 
Power took its place and keeps it with a frown 
And why shoud power or pride betray its trust 
Is it too old a fashion to be just 
Or does self interest inclinations bend (Oxf. 41-7)
引用 の最 後の2行,「 正 しい ことはあ ま りに古び た流行 なのか/あ るいは利
己心 はそのあ るべ き性 向 をね じ曲げてい るのか 」で は,詩 人が利己心 それ
自体 は否定 して いない こ とと,利 己心 の活動 には社 会正義 が必須条件 であ
るこ とを端 的に指摘 してい る。"Buttiswellknownthatjusticewinks
atcrimes/Asayingthatsinseasonatalltimes"(605-6).と嗟嘆 される
よ うな状 況におい ては,社 会正義が 弱体 化す る とき腐敗権 力 と犯 罪が それ
に取 ってか わ り,真 実 を訴 え る庶 民の声 は 高慢 な支 配者 に よって 葬 られ
が ち となる。貧窮者達 との 「村 の政 治屋達 」 のEden招 来 の約 束は実現す
べ くもない偽善 的,欺 瞞的追従 にす ぎない。彼 らの本質 を見極 めて詩 入は
"Thusfreedom-preachingisbutknavery'sgame/Andoldself-interest
byanothername."(Ev.492-3)と弾劾 す る。社会 改革 の必要性 を認め なが
らも,現 実 の政 党政治へ の不信感 をこ う述べ てい る。
in fact you would laugh at my idea of that branch of art  [politics] 
for I consider it nothing more or less than a game at hide & seek for 
self interest & the terms Whig & Tory are nothing more in my 
mind than the left & right hand of that monster the only difference 
being that the latter lies nearer the windfalls of success than the
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otherbutthattherearesomeandmanywhohavethegoodofthe
peoPleatheartisnottobedoubtedg)
また政治自体についても「政治というのは金儲けの一技術 と言えるだろう」
と憤慨 している。
次にやは りselfにとらわれた人物 として,教 区の民生委員 を勤め る農業
家Thriftyに目を向けてみよう。彼はクレアが最 も嫌悪 し,最 も辛辣な攻
撃を加えている村の圧制者であって,巧 妙な策略で己の欠点を覆い隠 し,
うわべは正直者で通っている。生来の狡猾さとおべ っか上手なため,下 層
階級か らスクワイアの次位の執事にまで出世するとす ぐに圧制者の本性を
暴露する。
And soon the tyrant threw the mask aside 
When wealth throngd in and power was gratified 
Soon cloakd deceit that placed its owner there 
To grasp at riches threw its visage bare (1013-6)
借 地料 引 き上げ,差 し押 え とい う彼 の圧 制に苦 しむ貧窮民の直訴 に よ り,
主 人の 厂呑気 なス クワイア」も彼 らを哀れみ,彼 を解雇す る。だが"knaves
workquickandne'erloosesightofself"(1042)と見抜かれ るよ うに,
Thriftyもその時既 に金 も農場 も手 に入 れて いる。民生 委員に落 ちぶれ る
と,いたず らに うわべの 厂正 直」を飾 るが,貧 窮民へ の過酷 な虐待は変 らぬ。
Still deaf to want that seeks him to be fed 
He gives them curses in the lieu of bread (1055-6)
彼 の専 らの関心事 と生活態度 は"Hereadsthenewsandsmokesand
drinkshisgin/Andstudysalltheweekoergainsaffairs"(1048・9)の
二行に収斂 され る。 彼の正体 もまたselfと物欲 に固執 す る,貧 窮者 の圧制
者なの であ る。 クレアが階級制度 その もの ではな く,こ うい う 「成 り上 り
者」("upstarts")を最 も嫌悪 し非難 してい る理由 は,う わべだけ の正 直,狡
猾 さ,"smoothdeceit"(975),"afeigndgoodwil1"(979),"flatterystongue"
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(994)などの出世 の手段 にあ る。Thriftyのこ うい う虚飾 を クレアは"Gilding
likeblemishedfruithisfailingsoer/Thatsfairwithoutandrottenat
thecore"(997-8)と痛 罵す る。 そ して彼の 出世 も結局 「世 の 中 と彼 は幸運
だけか ら始 まった」(990)とい う よ うに運 命 の女神 の しか ら しめ る ところ
であ った。逆に救貧 院の孤独 な老 人の人生 につ いての 「不 運に よって生 じ
た悲惨」(929)とか 「不運が 彼の行 く手 を横切 った」(955)とい う表現 もあ
るの で,詩 人は概 して人生の成功 ・不 成功 は運 ・不運 に よって大 き く左右
され る もの と感 じて いた らしい。 目の くらん だ運命の女神 は悪党 に味方 し,
これ を擁護 す るため に 「善 人 を滅 ぼす」 ともい ってい る。 これは,本 質 的
精神 的 な もの を軽視 し,皮 相的物質 的な もの に執 着す る風 潮が特徴 的な産
業革命期 の社 会が 人間 を公正 に評価 しては いない とい う詩 人の認識 を暗示
す る。
さて,Thriftyの貧 窮 者 への圧迫 に対 し,ク レアの ヒューマニ ズムは次
の ように抗議 す る。
Hurt not the poor whom fate forbade to shine, 
Whose lots were cast in meaner ways than  thine  ; 
Infringe not on the comforts they possess, 
Nor bid scant hope turn hopeless in distress. 
Drive not poor freedom from its niggard  soil  ; 
Its independence is their staff for  toil  ; 
Take that away which as their right they call, 
And thou'rt a rougue that beggars them of  all  ; (Ev. 932-39)
ここには圧制 者達 の説 く 「全体 的利益 」のため のエ ン クロー ジュアが 言及
されて いる。 この農業政策 は 「しば しば貧民 を犠 牲に して強行 され た,富
者 の急進主義 」10)であ り,農 村社会 に大変動 をもた ら した 「最 も決定 的な
変 革」 であ った。B.Pattenによれば,犠 牲者 達に対 して ワー ズワスや シ
ェ リー,そ の他 の当時 の作家達がL種 の受 売 りの同情 」("akindof
second-handsympathy")をいだ き,「どんなに悲痛 であ って も」 当時の社
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会変化 を最 終的 には公益 のため だ とみ な したのであ るが,11)クレア は この
よ うな 「全体 的利益」 のため に農 業労働者 が犠 牲に な り,そ の 「自由」 と
「独立」12)が収奪 され るこ とを容 認 で きなか った。だが 国民経済の農 業依
存 を顧慮 す る と何 らかの農業改革 の必要性 は感 じて いた。 この こ とが 田舎
の 自然 と社 会 を現状 維持 したい とい う願望 と矛盾 し,彼 をデ ィレンマに 陥
れ ていた。
ともか く,「ひ とつ の力」(彼は直接 にGodと 呼びか けてい ない)は 「造
物主 の信 念」か ら 「人間 を人間の 同胞 として造 った」("fashiondmanin
brotherhoodwithman",1080)のだか ら人 間は"thekindredbond"(1083)
を無視 し,人 間 を奴隷 として虐待 してはな らぬ とクレアは叫ぶ 。引用 にお
け る貧 窮者 にたいす る権 力者 の圧迫 の イメー ジは,当 時の農業労働 者 を取
り巻 く過 酷 な生 活状況 を象徴 して お り,さ らには比較 的賃金 に恵まれ てい
た とは いえ,同 様に工場労働 者の それ をも想起 させ る。産業及 び農 業革 命
とともに現 出 した 「新 しい秩 序」 では,雇 用者 は被 雇用者 を生産手 段 の一
部,即 ち 厂一 つの非 人格 的な労働 力」 としてのみ見る よ うな新 しい 資本 主
義 的雇用形 態が生 じ,"Thatgoodoldfamethefarmersearndofyore/
Thatmadeasequalsnotasslavesthepoor"(33-4)とか"Eachguest
waswelcomdandthepoorwasfed/Wheremastersonandserving
manandclown/Withoutdistinctiondailysatthemdown"(40-2)で賛
え られ た階 級間の調和 は消 滅 した。詩 人に とってこの消滅 よ りも忌 むべ き
こ とは,親 類 縁者や友 人同志 の絆 さえも脆 弱 になった こ とであ る。誤 っ た
利己心,「利得」("gain")追求 を推 進 力 と して物質 的繁栄 を目指す社会 で
は,当 然地域社 会の構成 員 として の連 帯感 ・共感 ・友愛 な どは弱め られ,
田舎 の 「だれ もが隣 人を知 って い る」農村 の 「有機 的社会 」が貪欲 な人 々
の 「寄せ 集め」13)に変化 し,人 心 は荒 廃 し,道 徳 も弛緩 した。救 貧 院の孤
独 な老人につ いての一節 はこ うい う社会変 化 の本質 を見事 に描 出 してい る。
この老人 はか つては親戚 友人達か ら祝福 され,農 場 経営が順 調な 時は高
慢 な者達 か らはいつ も賞賛 されたが,不 運 に も破産 す る と 「彼の友達 は敵
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と な っ た 」("Hisfriendsturnedfoes",952)し,
刀
His kindred pitied but no help supplied 
His friends were sought but friends their aid denied 
Kin turned away and left his wants forlorn 
And prides eye never heeded but to scorn 
To him the whole wide world contained no friend 
His griefs to soothe his weakness to defend (957-62)
とい う有様 であ る。「同胞」が 困窮す る とき,親 戚のpityではな くsym-
pathyこそが必要 であ る。高慢 な者 は 「富」("rich")に敬 意 を払 い,貧 困
を侮蔑 す るばか りであ る。 自己中心主 義が蔓延 し,皮 相 な人間関係 ととも
に孤独感 ・疎外感 が深 まった社会 も,物 質文 明へ の発展 を 「進 歩」 と呼ん
だ産業革命 期の実体 で はなか ったのか。
農業家達 の一般 的変化 は,彼 らの家 具や娘達 の イメージにお いて も象徴
的 に表現 されて い る。かつ て農業 家の家族 とその使用 人達 が 「分け 隔てな
く」 食事 をした 「樫 の木 のテーブル」 を,あ る娘 は亡 き父親へ の優 しさを
装 って形見 とし,物 置部屋 に取 ってお くが,つ いに馬屋 の戸か豚 のかいば
桶 に して しま う。それ ゆえテーブルはその"honourablename"を喪失 す
る。以前農 業家 の娘 は 「内気 だが率 直で/牛 の乳 を しぼ り,い つ も古謡 を
歌 っていた」のに今 では暑 さ寒さ,「庶民 の眼」,「庶 民 の風」を避け,深 窓に
引込 んで,容 色 も"redandrosey"から"paleandbedrid"に変 り,次 の
よ うに も描写 され る。
These [farmer's daughters] taught at school their stations to despise 
And view old customs with disdainful eyes 
Deem all as rude their kindred did of yore 
And scorn to toil or foul their fingers more. 
Prim as the pasteboard figures which they cut 
At school and tastful on the chimney put (81-6)
父祖の名誉 を粗野だとみなす愚かさ,労働の蔑視,形 式ばった気どり,上
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流ぶ った趣 味,不 自然 さ,浅 薄な学識 の誇示 な ど,彼 女 らの特徴 を表 わす
イメー ジが 続 く。 と くに"Eenpoetryinthesehighpolisheddays/Is
oftprofainedbytheirdislikeorpraise"(91・2)には彼女 らの低 級 な鑑賞
力や 当時 の低俗 な趣味,ま た商業 出版 の弊害へ の皮 肉 も込め られて いる。
詩 人が彼女 らの変化 につ いて非難 してい るの は要す るに 「上流階 級 を猿真
似 して」 とか 「上流社会 を気 どって」 に現 われ てい るス ノビスム とそれ を
支 えてい る高慢 で ある。 自尊心 を高慢 とは き違 える別 の娘MissPeevish
Scornfulも「辱 しめ られ た 自尊心 が 欲 す る 上 流社 会の 考 え」("thehigh
notionsbaffledpridedesired",106)に取 「)っかれ,舞 踏会,芝 居見物,
グラン ド・ツアー 帰 りの 紳士 の ための 馬鹿騒 ぎ 歓迎会 を 関心 事 と し,
gentlemanかsquireを恋 人 として 捕 まえるこ とに夢中に なるが,結 局 高
慢心が仇 にな り,下 僕 との駆 け落 ちに終 る。わが身 も修め覚 るこ とな しに,
他 人 を覚 らせ,救 済 しよ うとす るdrunkencobblerやRalphの場合 と同
様 に高慢心 の もた らす愚か さが諷 刺 され てい る。 クレア は高慢 につ いて,
それが 「権 力 を もつ人間 においては圧制 の徴候 を示す」 といい,次 の よ う
に もい う。
It [pride] is the attendant of wealth often & of insolence always where 
it insults worth in the garb of poverty & worships villainy in the robes 
of power Yet  altho it is often the deciple of wealth it is never the 
attendant of wisdom  .  .  . 14)
もはや独 立 と 自由 を意味せ ず,tyrannyと同義語 とな ったprideとそれに
付随す る"ape","deceit","cunning","unnaturalness","hypocrisy"と対
応す る語 は,GoldenAgeとして措定 され た昔 日の農 業 家 の属 性 を示す
"plainly"
,"honourable","dignified","goodoldfame"であ る。農業 家の
変質がprideの意味 を悪化 させ てい る実態 を観 察 した詩 人は これ を精神 の
堕落の現 われ と感 じたであ ろ う。
次に聖職者へ の攻撃 を見てみ よ う。確 かに聖職 者はChaucerの時代 か ら
諷 刺の対象 であ ったけれ ど,ク レアの諷刺に おいては時代 の特 質が顕著 で
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ある と思 われ.る。教 区牧師や教 会役員 もself-interestにとらわれ てい る点
が非難 され る。迷 える羊 を救 うのが本分 で あるのに,有 力者 と縁故 関係 に
ある教 区牧師 は 「村の独裁 者」15)であ った。詩 人の見 た牧 師 は"Tofleece
thepoorandrobwithvilecommand/Wantofitsbread,toofeebleto
withstand"(Ev.538・9)の如 く 「教 区 国 家」 の圧 制 者 の イ メー ジで あ り.,
"cunning"
,"cheating"はその属性 を示一し,「大変正 直 な」 の も偽 装 にす ぎ
ない。教 会役 員 も貧窮 民圧制 にお いて,「教 区国家」の君主 た る牧師 の先棒
を担 ぐ。
Having no credit which he [the parish  clerk] fears to loose 
He does whatever dirty jobs they* chuse 
Tasking the pauper labours to stand 
Or clapping on his goods the Parish Brand 
Lest he should sell them for the want of bread 
On parish bounty rather find them fed. (578-83)  
*  churchwardens, constables and overseers
「堕落 しつつ ある時代 」("decayingtime",Ev.642)におけ る彼 らの圧 迫
と 「支配 す る とい う務 め」 の原 因 を詩 人はや は り利己心へ の執着 と断 じる。
Both for self interest lick the foulest foot 
And spite of all the meaness and the stink 
Picks up gains crumbles from the dirtiest sink. (602-4)
神の代理 人 であ る牧師 につ いては また"Whoseloveofgainmakesupfor
wantofgrace/Whowearshispriesthoodwithatradersskill"(724-5)
と筆誅 を加 え,彼 の正 体 が商人た るこ とを明言す る。聖職者 の イメー ジに
現 われて い る貪欲 さには産業革 命期の影響 が認め られ よう。 この時期 にお
いて は貪欲 こそがエ ンクmジ ュア の素 因 であ り,そ の促進者 は狂気 じみ
た所有欲 ゆ えに 「心の平和 と美 を見失 って」16)いる と詩 人は感 じた。彼は,
"happinessisnothingmorethantheenjoymentofcontentment"17)とい
い,人 間 をつ くるのは物質 ではな く精神 の涵養 だ ともいって,産 業化 に よ
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り広まった拝金主義に抗議 した。詩人は幸福は富の所有ではないと考え,
「満足」を強調するが,こ れ もまたself-interestに基づ く富の追求 を至上
目標 とするエ トスと社会体制への抗議であった。
偽善的聖職者の悪徳ぶ りの批判は農業家の場合 とは異なって,か つての
有徳の教区牧師のイメー ジを大 きく提出することによってなされている。
従 って有徳の牧師のイメージは現実の聖職者の強調された対蹠的存在とし
て措定され,同 時に クレアの理想的人間美の様相 を表出す るものと考えら
れる。この牧師の在任時代 もまだ宗教が世俗 の華美に染まらず,高 慢 ・流
行 ・利己心がはびこる以前の理想的状態を示すある近い過去 として設定さ
れている。この教区牧師の美徳は簡潔にこう表現される。
His chiefest pleasure charity possest 
In having means to make another blest 
Little was his and little was required 
Coud he do that  was  * all the wealth desired (799-802) 
                                           * Ev. 'twas
彼は貧民 に皆 等 し く"compassion[']shand"を差 しのべ,わ ずかの施 しだ
が,℃彼 らは喜 び,感 謝 の涙 を流す 。牧 師は それだけで報 い られ たと満足す
る。彼 は 「貧 しい,社 会 の除 け者 」 を勇気づ け,圧 制か ら護 り,利 他 に大
きな喜び を見 出す,"honest"でかつ"upright"な人物 であ る。彼の死 は宗
教 自体 の堕落 を象徴 し,新 しい牧 師の着任 後,牧 師館 の庭 のス イカ ズ ラ,
ナデ シコ,バ ラはス カン ポや イラ クサ に変 貌す るが,こ れ も教 会が教 区民
の保護 者 であった時代の終 幕 を象徴す る。 「宗教 がひ どく凡庸 とな り,そ
の行 路にお いて私 利 を真先 に置 く」("Andisreligiongrownsocommon
place/Toplaceselfinterestforemostintherace",757-8)とき,
Religions humble plan was felt in vain 
When ruin enterd with the hopes of gain 
Its weak defence was trampled under foot 
And all its pride laid level to its root (853-6)
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と告 発 され る。"ruin","trampled","laidleveltoitsroot"には,ク レア
の眼に 「偽 の改善 策」("mock・improvement'splans",Ev..768)と映 ったエ
ンクロー ジュアの暗示が あ る。 開発 とい う美名 の下 に 自然破壊 を続け る,
誤 った利 己心 が宗 教界 をも侵 蝕 してい る と詩 人は直観 した。Toddは,ク
レアがエ ンクロー ジュア を単 に文化 的社 会的経 済的動 き とい うよ り,エ デ
ンか らの墜 落や 追放 に想像 的 に喩え られ た"auniversalmoraldecline"と
して見 た と指 摘す る180)堕落 以 前 の宗教 を象徴す る教 会 のサ ンザ シの生垣
と虚 のあ る木々が時代 の葺暴 に よって腐朽 させ られ るイメー ジに もエ ンク
ロー ジュアの イメー ジが二重写 しに なっている。
Its [the churchyard's] hawthorn hedges surely sacred things 
That blushd in blossom to a many springs 
Its hollow trees that time decayd in tears 
And left to linger in the blight of years 
Whose mossy finger scarred on every gain 
The trace of days that never come again (857-62)
このように教会の宗教が偽善的な言葉使いにすぎなくな り,不敬虔 を隠
蔽 しはじめると,教区民は信仰心 を忘れ,「教会を出る前から商売(business)
に心が向き」,「貧窮民が要求す る新 たな教区税や課税表を酷評する」(353・
6)ようになる。エンクロー ジュアは確かに前面に強 く押し出されてはいな
レきけれど,これに未曽有の拍車 をかけた 「現代の害虫」換書すれば誤 った
利己心が宗教をも堕落させ,心 の平和を攪乱 し,自 己中心主義 ・高慢心 ・
欺瞞 ・偽善 ・搾取などの精神の荒廃 をもたらしたことを社会の変化の中に
詩入は看破 した。 クレアの洞察力についてTibbleはこうも評 している。
Down the vistas of time scanned by his comprehensive, non-political 
mind, he [Clare] saw clearly that not all change, especially that made 
primarily for personal or national profit, is for the advancement of 
human spiritual  progress.19)
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以上,主 要な登場人物のイメージか らクレアの社会批判の態度を暼見し
た。彼は「真実」("truth")・「廉直」(``honesty")・「良識」("cρmmonsense")
を最重要視 し,これらを機軸にしなが ら社会変化の意味を検証 している。
物質的進歩の偏重や社会正義の衰微 を彼は人間精神 と社会の堕落 と考え,
これに対 して抗議 している。この抗議は,す ぐれて厳密な現実直視 と措定
されたGoldenAgeとのイメージの併置によって構成されている。実相 を
把握す る彼 の社会的ヴィジョンは自我意識 ・主観主義からこそ離脱 してい
るものの,そ こには庶民への彼らのひとりとしての詩人の共感が脈打って
お り,また産業及び農業革命が引き起こした大変動に抵抗する彼の力強い
社会的道徳 的理念が,と くにことばの意味の悪化現象についての洞察 を通
じて暗示 されて いる。
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